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岩手 。宮城内陸地震は 14日

朝、東北地方を突如襲いまし
た。大規模な地すべ りや土石
流で、多くの尊い命が奪われ

メ■19。

荒寒痩亀話が殺鑑 岩 裔 謝製 鍵に募
とが震源でマグニチユー ドは
7.2、 余震域は、北上低地西
縁断層帯南部の出店断層付近
から鬼首カルデラ付近まで、
北北西―南南東方向に約 30ち
延びています。
この地震は、山間部で発生

する地震の恐ろ しさをあらた
めて見せつけました。降水量
が多く、気温変化が大きい日
本のような地域では、岩盤の

風化が進み、山地は崩れやす
くな って います。大雨や大
地震があると、普段は崩れな
かった斜面でも、崩壊が発生
します。今回のような内陸の

大地震は め ったに起 こらな
いためヽ山間部でどう備える
かは今後の大きな検討課題で

夕。
余震域北音限ま北上低地西縁
断層帯の西側 にあた ります
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が、南部では付近に活断層は
知られていませんでした。東
北大や産業技術総合研究所が
調査中ですが、これまで活断

見つかつています。
東北地方の中央音附こは、今
回の震源域以外でも、八幡平
や岩手山、蔵王などの火山が
南北に並んでいます。これま
で内陸の大地震は、それらの
火山体の間、火山の無いとこ
ろで発生すると考えられてい
ました。火山体はやわらかく
ひずみエネルギーをためない
と考えられていたからです。
今回の地震は火山の近傍であ
り、どうして発生したのかを
明らかにする必要があ りま
す。全国の大学等の合同観測
で多点の余震観測や GPS
(衛星利用測位システム)の
臨時観測が開始されており、
それらの結果が重要です。
(飯尾能久・京大防災研地震
予知研究センター教授 )
=毎月第 3木曜日掲載
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